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本稿では、 2005年 9月に幌加内町と名寄市の住民を対象として実施した、「朱鞠内湖周辺
環境についての関心事調査」の結果を報告する。調査の目的は、朱鞠内湖周辺の環境の様々
なはたらきに対して、幌加内町 ・名寄市の人々がどのような関心をもっているのかを把握す
ることにある。
1. 流域環境への関心をどう捉えるか
流域環境に対する人々の関心の特徴を網羅的かっ体系的に捉えるために、対象となる環境
を構成する空間的要素の軸と、環境がもっ価値や機能の軸の 2軸を設定した。そして、その
2軸からなるマトリックスを構成し、そのマトリックス上で過不足のない質問項目を設計す
るという手法をとった。第 1に、空間構成要素については、地球圏 ・生物圏国際協同研究計
画(IGBP)の土地利用 ・被服分類体系を参考に、森林、農地、水域(川 ・湖)の3領域を設定
し、それぞれの価値や機能に対する関心を尋ねることにした。第 2に、環境の価値について
は、環境の価値分類に関する環境倫理学や環境経済学の議論(栗山， 1998;鷲田， 1999;鬼頭， 1996) 
を参考に、直接的利用価値、間接的利用価値に対する関心の程度を尋ねることにした。直接的利
用価値とは、消費可能な生産物として得られる価値であり、間接的利用価値とは、消費的な利用
はできないものの、そこを利用することで得られる価値である これら 2軸の組み合わせのそれ
ぞれについてキーワードを列挙し、質問項目を作成した。具体的な質問項目は図 1に列挙されて
いる。これらの項目に対する関心の程度は、 fl.非常に関心がある」からは.まったく関心がないJ
の4件法で尋ねた。
2.調査概要
調査は 2005年 9月上旬に北海道雨竜郡幌加内町の 3集落(幌加内、朱鞠内、母子里)お
よび名寄市の 4地点で行われた。調査実施にあたったのは、社会調査班のメンバー5名であ
る(吉岡崇仁、永田素彦、松川太一、坂本泰彦、大川智船)。調査協力者は計61名(男性43名、
女性 18名)で、地点別人数は、朱鞠内 9名、母子里 13名、幌加内 14名、名寄市25名、年齢は
22歳から 70歳で、あった。職業は多岐にわたり、農業、林業、酪農業、役場職員、大学教員、技
官、大学院生などが含まれていた。調査は、質問票を用いた構造化面接法を用いて行われ、イン
タピ、ューの所要時間は、平均 40分程度で、あった。
質問票は、全国の 20歳から 79歳の男女 1800人を対象に行われた「環境についての関心事調
査Jとほぼ共通している。主な相違点は、流域環境一般についてではなく、朱鞠内湖周辺の流域
環境について具体的に尋ねたことである。
3.調査結果
第 1に、単純集計の結果をみると、朱鞠内湖周辺の流域環境のほぼすべてのはたらきについて、
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人 々 の 関 心 は 高 か っ た 。 森 林 の 「 木 材 生 産 」 を 除 け ば 、 す べ て の は た ら き に 関 し て 、 「 非 常 に 関 心
が あ る j ま た は 「 や や 関 心 が あ る 」 と 答 え た 人 の 割 合 が お よ そ 8 割 以 上 で 、あ っ た 。 特 に 関 心 が 高
か っ た 項 目 を 見 る と 、 森 林 、 農 地 、 水 域 と も 共 通 し て 、 「 風 景 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 創 出 J r動
植 物 の す み か 」 お よ び 水 質 に 関 す る 項 目 へ の 関 心 が 高 か っ た 。
第 2 に 、 こ れ ら の 関 心 の 相 互 関 連 を 探 る た め に 、 数 量 化 皿 類 に よ る 分 析 を 行 っ た ( 図 1) 。 投 入
し た ア イ テ ム ・ カ テ ゴ リ ー は 、 森 林 、 農 地 、 水 域 の す べ て の は た ら き (2 1 ア イ テ ム ) x  r非 常 に
関 心 が あ る J rや や 関 心 が あ る J r関 心 が な い ( あ ま り 関 心 が な い + ま っ た く 関 心 が な し リ の 3 カ
テ ゴ リ ー で あ る 。 た だ し 回 答 者 が 全 体 の 5 % に 満 た な い も の は 除 外 し た 。 図 1 に 示 さ れ て い る よ
う に 、 関 心 高 、 関 心 中 、 関 心 低 が そ れ ぞ れ の 明 確 な ク ラ ス タ ー を 形 作 っ て い る 。 つ ま り 、 流 域 環
境 の あ る 側 面 に 関 心 を も っ 人 は 、 別 の 側 面 に 対 す る 関 心 も 高 い 傾 向 に あ り 、 逆 に 、 あ る 側 面 へ の
関 心 が 低 い 人 は 、 別 の 側 面 に 対 す る 関 心 も 低 い 傾 向 に あ る 。
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[森 林 ]
- 木 材 = 木 材 生 産
- 林 産 物 = 林 産 物 の 生 産
- 森 風 景 = 風 景 や レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 創 出
. 渇 水 = 渇 水 の 軽 減
・ 国 土 = 国 土 の 保 全
. 水 質 = 水 質 浄 化
・ 生 活 環 境 = 生 活 環 境 の 保 全
. 録 住 み か = 動 値 物 の 住 み か
. C O， = 二 酸 化 炭 素 の 吸 収
[1農 地 1
・ 穀 物 = 米 そ ぼ な ど の 穀 物 生 産
. 野 菜 ・ 果 物 = 野 菜 ・ 呆 物 の 生 産
. 乳 製 品 = 乳 製 品 ・ 食 肉 の 生 産
・ 回 風 景 = 風 景 や レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 書 1)出
. 保 全 = 水 や 土 嬢 の 保 全
・ 回 住 み か = 動 植 物 の 住 み か
I水 系 ]
- 生 活 用 水 = 生 活 用 水 な ど の 水 資 冨 I
- 工 業 用 水 = 工 業 用 水 ・ 農 業 用 水 な ど の 水 資 源
- 水 産 業 = ) 1 1 や 湖 に お け る 水 産 業
- 湖 風 景 = 風 景 や レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 創 出
. 糊 住 み か = 動 植 物 の 住 み か
- 浄 化 = 自 浄 作 用 に よ る 水 質 浄 化
※ 項 目 右 の 数 字 は 、 1 = 非 常 に 関 心 が あ る 、 2 = や や 関
心 が あ る 、 3 = あ ま り 関 心 が な い + ま っ た く 関 心 が な い
図 1 流 域 環 境 に 対 す る 関 心 事 の パ タ ー ン 分 類
4 . お わ り に
以 上 の 結 果 を み る と 、 朱 鞠 内 湖 の 環 境 に 対 す る 人 々 の 関 心 は 全 般 的 に 高 い 。 「風 景 や レ ク リ エ ー
シ ョ ン の 場 の 創 出 J へ の 関 心 が 高 か っ た こ と は 、 全 国 調 査 と 比 べ て 、 幌 加 内 ・ 名 寄 調 査 の 特 徴 で
あ る 。 そ の 他 の 質 問 項 目 や 自 由 回 答 の 結 果 を も あ わ せ て ま と め る と 、 朱 鞠 内 湖 や 周 辺 の 森 、 川 に
親 し み を 感 じ る 人 も 多 く 、 そ こ に 安 ら ぎ や す ば ら し さ を 感 じ て い る 人 も 多 い 。 特 に 「 手 っ か ず の
自 然 j の 幻 想 的 な 風 景 や 、 山 菜 や 魚 と い っ た 自 然 の 恵 み が 大 切 に 考 え ら れ て お り 、 日 常 生 活 の 一
部 と し て の 楽 し み と も な っ て い る 。
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